
肺手術訓練用肺動脈モデル
～肺血管手術に関するほとんどの手術操作を再現～

肺外科医が肺手術の基本操作である血管の切離操作を身に付けることができる肺
動脈モデルを開発しました。
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要 約

・ 商品化・実用化：株式会社アピールより「肺動脈モデル」として商品化

・ 特許：肺動脈モデル及びその製造方法（特開2023-136694）

脈管モデルの製造方法（特許第6685042号）

１．背景・目的

肺の切除手術では肺につながる血管を切り離す操

作を行いますが、特に肺動脈は裂けやすく操作を誤

ると大出血が生じる恐れがあるため慎重な操作が必

要とされます。そのため、肺手術を行う外科医に

とってはこの血管の切離操作の感覚を養うことが非

常に重要であり、効果的な訓練用のモデルが求めら

れています。

２．内容

開発したモデルはヒトの右肺動脈を模して太い主

幹部から細い血管が分枝する形状としています。肺

動脈部分は血管と血管鞘(けっかんしょう)の２層構

造を再現し、実際の手術での重要な操作である血管

鞘を血管から剥離(はくり)する操作の訓練ができま

す。ヒトの肺動脈の脆さをリアルに再現し粗雑に扱

うと血管が傷つき内部の疑似血液が漏れ出します。

３．活用

研修医が行う基本的な肺血管の手術操作から専門

医が行う肺移植時の肺血管の吻合(ふんごう)まで、

ほとんどの肺血管手術の訓練が可能です。
図２ 血管鞘を血管から剥離する

操作の訓練

図１ 肺動脈モデル
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